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はじめに
　コウモリは洞窟内で見られる生物としては比較的大
きいもののひとつであり、時には大きな集団を形成す
るため、目につきやすい存在です。しかしながら、そ
の生態は一般にはあまり知られていません。
　今回はコウモリについて、その生態や見分け方など
を紹介したいと思います。

コウモリ
　コウモリ類 ( 翼手目 ) は 18 科 202 属 1,116 種から
なり、げっ歯類 ( ネズミやリスの仲間、全 2,277 種 )
に次いで世界で 2 番目に種の多い哺乳類です。すべ
ての種に前肢が変化した翼があり ( 図 1)、哺乳類の仲
間では唯一、自由自在に飛翔できる動物です。体の大
きさは種によってさまざまで、もっとも小さいもので
は体重 1.5g( キティブタバナコウモリ )、もっとも大
きなものでは体重 1,500g 前後 ( ジャワオオコウモリ )
に達します。
　コウモリ類は極地方
を除く世界中に広く分
布しており、種によっ
て形態や生態はさまざ
まです。食べ物も、昆
虫、 植 物 ( 果 実、 葉、
花蜜、 花粉 )、 脊椎動
物 ( 魚、カエル、小型
の鳥類や哺乳類など )、
血液などと多岐にわた
り、種数の多いコウモ
リ類の多様性の高さが
うかがえます。
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図 1　翼竜、鳥類、コウモリ、ヒトの骨格の比較
(「The world of bats」(1993) TFE Publications より図版引用 )

日本のコウモリ
　日本国内には、北海道から沖縄までの広い範囲に 5
科 13 属、37 ～ 40 種 ( 研究者によって異なる ) のコ
ウモリが生息しています ( 表 1)。日本に生息する哺乳
類のうち、もっとも種数が多いのはコウモリ類です。
　沖縄や小笠原など南西諸島に生息している 2 種の
オオコウモリ ( 前腕長：120 ～ 145mm、体重：250
～ 660g) は、花や葉、果実など植物を中心に食べま
す。一方、それ以外の日本産コウモリ ( 前腕長：27

～ 72mm、 体 重：3
～ 61g) はすべて昆
虫 ( クモなど節足動
物も含む ) を食べま
す (「食虫性コウモ
リ」と呼ばれる )。
　 食 虫 性 コ ウ モ リ
は、一晩に体重の 3
分 の 1 か ら 3 分 の
2 の重さの食物を食
べるといわれていま
す。コウモリの食物
となる昆虫には農林
業や衛生上の害虫も
含まれているため、
コ ウ モ リ は 人 間 に
とって益獣といえる
でしょう。
　日本に生息するコ
ウモリは、オオコウ
モリも含めて半数以
上が植物体 ( 樹冠や
樹洞、樹皮の下、枯
れ 葉 の 中 な ど ) を、
一部のものは人工物
( 家屋、橋の下など )
をねぐらにしていま
す。洞窟を主なねぐ
らにしている ( 季節
的・一時的な利用も

表 1　日本のコウモリ類リスト
(「知りたいサイエンス！ コウモリのふ
しぎ ～逆さまなのにもワケがある～」

(2007) 技術評論社 より図版引用）

む ) のは十数種で、「洞窟性コウモリ」と呼ばれてい
ます。代表的なものはキクガシラコウモリ、コキクガ
シラコウモリ、ユビナガコウモリ、モモジロコウモリ、
ノレンコウモリ、テングコウモリ、ウサギコウモリな
どです。

洞窟性コウモリの 1 日
　コウモリは夜行性の動物です。日中は洞窟で休み、
日が沈む頃に洞窟を出て、森林内や川の上空などで飛
翔しながら夜行性の昆虫などを捕えて食べます。一部
の種は「ナイトルースト」と呼ばれる夜間のねぐら ( 樹
木の枝や橋の下、家屋の軒先など ) をもち、捕獲した
昆虫を食べたり休憩したりします。日の出が近付くと


